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第２学年１組 教室３ 場 所３ 場 所３ 場 所３ 場 所

「図形の調べ方」４ 単 元 名４ 単 元 名４ 単 元 名４ 単 元 名

５ 単元について５ 単元について５ 単元について５ 単元について

○ 単元観

第１学年では，図形の対称性や作図を取り扱っている。また，空間における直線や平面の位置

関係を知り，空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものととらえたり，平面

上に表現することを学習し，さらに，基本的な柱体，錐体の体積，表面積が求められるようにし

て，図形に関する概念を豊かにしてきている。

第２学年では，小学校で学習した三角形など多角形の角の大きさについての性質を，論理的に

筋道を立てた推論を行って調べることができるようにする。その際，図形をよく観察したり，作

図したりする操作や実験を通して，その推論の過程を的確に表現できるようにすることがねらい

である。

○ 生徒観

「 」 ，「 」本校２学年における平成２３年度 基礎・基本 定着状況調査では 数学の勉強は好きです

という問いに対して 「よくあてはまる」３８.７％ 「ややあてはまる」３３.５％と，全体的に， ，

数学学習に関する意識は高いことが窺える。

その一方で 図形 の通過率は約７６.８％で県平均程度の定着状況である 特に おうぎ形，〈 〉 。 ，「

の面積」の通過率６２.４％ 「角すいの体積」の通過率５４.６％ 「角の二等分線」の通過率， ，

８０.４％と県平均を若干下回っており 〈図形〉の分野によって定着の差が見られる。，

さらに 数学の授業では 理由をあげて自分の考え方や解き方を説明しています という問い，「 ， 」

に対して 「よくあてはまる」２２.７％ 「ややあてはまる」３４.５％と，県平均よりは若干上， ，

回ってはいるものの，自分の考え方や解き方を説明できている生徒は，全体の約半数程度の生徒

しかできていない実態が窺える。

○ 指導観

図形の性質を論理的，体系的に整理してしていく過程を通して，演繹的な推論の意義と方法

を学ばせることが，指導の重要な柱となっている。しかしながら，上記の生徒の実態を踏まえ，

このまま生徒に与えても抵抗が大きく，効果は上がらないことが予想される。

そこで 生徒が目的と必要感に支えられて夢中で考え 学級で練り上げていくうちに 自然と， ， ，

指導の柱に到達できるような展開を計画したい 授業展開の核となる問題を設定し その解決過。 ，

程を通して指導目標を押さえるような，問題解決的な授業を構想し，自分で考え，判断する場面

を設定する。

また，本校における「言語力のめあて表」を効果的に生かすために４人班による活動を設定し，

相手にわかりやすく伝えるために，筋道を立ててどう書き，どう話すかを考えさせ，推論の過程

を的確に表現できるように導く。今までのように，ただ主観的，直観的に考えや答えを述べるの

， ，ではなく 「周りが納得するように筋道を立てて説明すること」に重点をおき，客観性や論理性

ひいては「数学的な表現力」を養うことをねらいとしている。

６ 単元の目標６ 単元の目標６ 単元の目標６ 単元の目標

観察，操作や実験を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線の性質を基にして

それらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめることができること。

イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角について性質が見いだせ

ることを知ること。 【学習指導要領 「 図形 （１ 】B 」 ）

７ 単元の指導と評価規準７ 単元の指導と評価規準７ 単元の指導と評価規準７ 単元の指導と評価規準

数量・図形など

数学への 数学的な

数学的な技能 についての

関心・意欲・態度 見方・考え方

知識・理解

様々な事象を平行線の性質 平行線の性質 三角形の角に 平行線の性質 三角形の角に 平行線の性質 三角形の角， ， ， ，

三角形の角についての性質 ついての性質 三角形の合同 ついての性質 三角形の合同 についての性質 三角形の， ， ， ，

三角形の合同条件などでと 条件などについての基礎的・ 条件などを 数学の用語や記 合同条件 図形の証明の必， ，

らえたり 平面図形の基本的 基本的な知識及び技能を活 号を用いて簡潔に表現する 要性と意味及びその方法，

な性質や関係を見いだした 用しながら 事象を数学的な など，技能を身に付けてい などを理解し 知識を身に， ，

りするなど 数学的に考え表 推論の方法を用いて論理的 る。 付けている。，

現することに関心をもち 意 に考察し表現したり その過， ，

欲的に数学を問題の解決に 程を振り返って考えを深め

活用して考えたり判断した たりするなど 数学的な見方，

。りしようとしている。 や考え方を身に付けている



関・意・態 考え方 知識・理解その時間の目標 学習活動 技能

第 対頂角の意味と性質を理解する ２直線が交わってできる角に

１ ことができる。 ついて調べる。 ○ ○ ○

時

第 同位角 錯角の意味を理解するこ ２直線に１つの直線が交わっ，

２ とができる。 てできる角について調べる。 ○

平行線と角

時

第 同位角と平行線の関係を理解す ２枚の三角定規を使ってひい

３ ることができる。 た２直線の位置関係を調べたり，

時 平行な２直線に交わる１つの直

線をひいたときの同位角の大き ○ ○

さを調べたりする。

第 錯角と平行線の関係を理解する 対頂角の性質や，同位角と平行

１ ４ ことができる。 線の関係をもとにして，錯角と平 ○ ○

時 行線の関係を考える。

第 三角形の内角 外角に関する性質 合同な三角形で平面をしきつ，

次 ５ を 平行線の性質などを用いて論理 めた図をから，三角形の３つの角，

時 的に確かめることができる。 の和について調べる。 ○ ○

第 多角形の内角の和を 三角形の角 三角形の内角の和が °であ， 180

６ の性質などをもとにして求め その ることを利用して，五角形の内角，

時 性質を理解することができる。 の和を求める。 ○ ○

多角形の角

第 多角形の内角の和や外角の和を 三角形の外角の和が °であ， 360

７ 三角形の角の性質などをもとにし ることを利用して，五角形の外角

時 て求め その性質を理解することが の和を求める。 ○ ○，

できる。

第 合同な図形の表し方 合同な図形 実際に重ね合わせながら，合同，

８ 合同な図形 の性質を理解することができる。 な三角形について調べる。 ○ ○

時

第 三角形の 合同な図形のかき方の考察を通 ２つの三角形が合同であるこ

９ 合同条件 して，三角形の合同条件を理解す とを確かめるために，３つの辺と

時 る。 ３つの角の要素のうち，どれを調 ○ ○

べればよいかを考える。

第 合同な図形のかき方の考察を通 三角形の３つの要素が与えら１

時 して，三角形の合同条件を理解す れたとき，三角形がただ１つに決０

２ る。 まる条件について考える。 ○ ○

第 三角形の合同条件を用いて， つ 三角形の合同条件を使って 合同１ 2 ，

時 の三角形が合同であるかを調べる な三角形を見つける。 ○１

次 ことができる。

第 図形の性質の確 証明の意味 仮定と結論の意味を 三角形の合同条件を利用して，１ ，

時 かめ方 理解することができる。 図形の性質を確かめる。 ○２

第 証明のしくみや手順を理解し 簡 正しく図をかき，仮定と結論を１ ，

時 単な命題の証明を行うことができ 明確にした後，その証明について ○ ○３

る。 考える。

第 定理の意味を理解するとともに 証明の根拠としてよく用いら１ ，

時 証明の根拠となる図形の基本性質 れるものを，図形の基本性質とし４

や これまで学習してきた定理につ てまとめる。 ○，

いてまとめることができる。

８ 第１時８ 第１時８ 第１時８ 第１時

（１）本時のねらい

対頂角の意味と性質を理解することができる。

ることができる。

（２）本時の評価基準

十分満足できると 概ね満足できると 努力を要する

評価規準

判断できる基準 判断できる基準 生徒への手だて

， ， ，平行線や角の性質に関心をもち 解き方を筋道を立てて説明する 対頂角の意味と性質を理解するこ 操作や図示を通して 問題の意味

， 。 。その性質を帰納的に確かめて演繹 ことを通して 対頂角の意味と性質 とができる 。 対頂角の意味を正確に理解させる

的に導いたり それを用いて角の大 を理解することができる。，

きさを求めたり 直線の位置関係を，

表したりしようとしている。

（３）準備物

教科書，紙テープ，分度器，発表用の用紙，ペン等



（４）指導過程

主な発問・指示 学習活動 教師の指導と評価

導 ・紙テープを次の図のように ・問題の意味を理解する。 ・実際に紙テープを折り曲げ

３８°の角度で２つに折ると て 問題の状況をイメージ，

き ∠ は何度になるでしょ できるようにする。， x

入 うか。

x

°38

・∠ は何度ですか。 ・観察，操作や実験（紙テープ） ・個人で考えさせる。x

等を通して自由に解く。 ・自分の考え方を導いている

， ， ，生徒に対し 褒め 認め

励ます。

・どのように解いたかを４人班 ・ワークシートを使って教え合 ・４人班で解き方を教え合わ

をつくって教え合いましょ う。 せる。

う。 ・自分がもっていない解き方

をもっている生徒に対し

て 褒め 認め 励ますよ， ， ，

うに促す。

・解き方を発表してください。 ・前に出て全体に説明する。 言語力のめあて表から

□実測による解き方 ・自分の解き方をもとに 相，

□重なった部分が二等辺三角形 手にわかりやすく伝える

になる解き方 ために 筋道を立ててどう，

□折り返した部分が合同である 書き どう話すかを考えさ，

解き方 せる。

展

・今の説明のなかで疑問に思っ ・疑問点をあげる。 ・生徒から出なければ こち，

たことはありませんか。 □向かい合った角はなぜ等しい らから誘導する。

開 のか。 ・疑問点に気づかせ それを，

□三角形の３つの角の和はなぜ 説明させようとすること

１８０°か。 で それが当たり前のよう，

□同じ位置にある角はなぜ等し で当たり前でないことに

いのか。 気づかせる。

・向かい合った角はなぜ等しい ・発表する。

のでしょうか。 ・教科書の？を求める。 ・分度器を使って求めさせ

・答え合わせをする。 る。

・向かい合った２つの角を「対 ・板書する。

頂角」といいます。

・向かい合った角はいつでも等 ・発表する。 ・ いつでも」を強調するこ「

．．．．

しいのでしょうか。 ・文字による説明を通して，対頂 とで 文字による説明が有，

角がいつでも等しいことを確認 効であることに気づかせ

する。 る。

・対頂角に関する問題，教科書 ・問題を解く。 ・対頂角の意味を理解してい

８４ページの問２を解きまし ・答え合わせをする。 る。

ょう。 ・対頂角の性質を用いて角

の大きさを求めることがa

できている。６０° b
c

４５°

・対頂角についてまとめましょ ・自己評価表に今日のまとめをす ・ 向かい合った角は等し「

ま う。 る。 い など 当たり前と思っ」 ，

と ・自己評価表を書いてくださ ていたことが実は当たり

め い。 前ではなく 筋道を立て，

て説明することが大切で

あることを押さえる。

∠ の解き方を筋道を立てて説明し，対頂角の意味を理解しよう。x



（５）板書計画

（目標）∠ の解き方を筋道を立てて説明し，対頂角の意味を理解しよう。x

紙テープを次の図のように３８°の角度で２つ □重なった部分が二等辺三角形になる解き方 向かい合った角はなぜ等しいのか。・

に折るとき,∠ は何度になるでしょうか。 ★ 向かい合った２つの角＝対頂角x

★ 対頂角の性質

x
38

対頂角は等しい

x
38°

x

°38

向かい合った角はなぜ等しいのか。・

三角形の３つの角の和はなぜ１８０°・

か。

□折り返した部分が合同である解き方

□実測による解き方

教科書問２38°
x

x

a b38° ６０°

71°

c38° ・

同じ位置にある角はなぜ等しいのか。 ４５°



２学年数学 ワークシート

２年 組 番 名前

１ 紙テープを次の図のように３８°の角度で２つ折るとき，∠ は何度になるでしょうか？x

２ 向かい合った角はなぜ等しいのでしょうか？

３ 「向かい合った角はいつでも等しい」ことを，みんなに納得させるような説明をしよう！

４ 納得できたのは，どの班の発表でしょうか？ → （ ）班

【理由】

５ 今日の授業の振り返りをしよう！

【気づき，学び】

【感想】


